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開会 午前１０時００分 

○議長(阿部 寛治) おはようございます。 

  本日は、全員出席で開議は成立いたします。 

  本日の日程に入ります前に、３月６日に行いました一般質問において、質問内容

を精査するため、最終日まで時間をいただいておりましたので、その報告をさせて

いただきます。 

  発言内容を慎重に検討し、字句等の訂正を行っております。 

  ご協力ありがとうございました。 

  以上、一般質問の内容についての報告といたします。 

  それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、タブレットに掲載の議事日程のとおりでございます。 

  それでは、日程に従い議事を進めます。 

  日程第１、議案第１号「専決処分の承認を求めることについて(専決第６号)」、

篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長（村瀨 敬太郎） 報告いたします。 

  議案第１号「専決処分の承認を求めることについて(専決第６号)」 

篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定について 

  本議案は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、篠栗町税条例の一部を改

正する条例の制定について専決処分がなされたので、同条第３項の規定により、議

会の承認を求められたものであります。 

  今回の改正の主な内容は、法改正にあわせて篠栗町税条例第３６条の２第１項 

ただし書き中の「仮認定特定非営利活動法人」を「特例認定特定非営利活動法人」

に名称変更し、附則第７条の３の２について、町民税における住宅ローン控除制度

の適用期限を２年間延長するものであります。 

  なお、この条例は、公布の日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり承認い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 
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  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、承認です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１号は、委員長報告のとおり承認されました。 

  日程第２、議案第５号「篠栗町自転車等駐輪場の設置及び管理に関する条例の制

定について」を議題といたします。 

  本案も総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第５号「篠栗町自転車等駐輪場の設置及び管理に関する条例の制定につい

て」 

  本議案は、ＪＲ篠栗駅周辺の駐輪場における、自転車等利用者の利便及び交通の

安全と円滑化を図るとともに、自転車駐輪場の適正な管理運営に関し必要な事項を

定めるために、条例を制定することについて、議会の議決を求められたものであり

ます。 

  主な内容は、使用できる車両の種類、利用者が守るべき事項、禁止行為及び禁止

行為に対する措置等について定めるものであります。 

  この条例は、平成２９年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 
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  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第３、議案第６号「篠栗町健康増進計画策定委員会設置条例の制定につい

て」を議題といたします。 

  本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  今長谷委員長。 

○文教厚生常任委員長(今長谷 武和) 報告いたします。 

  議案第６号「篠栗町健康増進計画策定委員会設置条例の制定について」 

  本議案は、健康増進法第８条第２項の規定に基づく、篠栗町健康増進計画の策定

に伴い、学識経験者や住民等からの幅広い意見を聴取し、計画に反映させることを

目的に篠栗町健康増進計画策定委員会を設置するため、本条例を制定することにつ

いて、議会の議決を求められたものです。 

  委員会の構成メンバーは、学識経験者、関係団体の推薦による者、住民の代表者

など１８人以内で組織されるものです。 

  なお、この条例は、公布の日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第４、議案第７号「職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の



－ 58 －

制定について」を議題といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第７号「職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」 

  本議案は、平成２８年８月８日の人事院からの勧告を受け、地方公務員の育児休

業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉

に関する法律が改正されたことに伴い、関係規定を改正する必要が生じたため、本

条例の一部を改正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正の主な内容は、 

１、育児休業等の対象となる子の範囲に、特別養子縁組の監護期間中の子及び養

子縁組、里親に委託されている子等を加えること。 

  ２、時間外勤務の制限を要介護者を介護する職員に適用するものであります。 

  なお、この条例は、平成２９年１月１日に遡って適用されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第５、議案第８号「職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例

の制定について」を議題といたします。 

  本案も総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 
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  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第８号「職員の休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて」 

  本議案は、平成２８年８月８日の人事院からの勧告を受け、育児休業、介護休業

等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律が改正されたことに伴い、関

係規定を改正する必要が生じたため、本条例の一部を改正することについて、議会

の議決を求められたものであります。 

  改正の主な内容は、 

１、介護休業取得可能期間（３か月）を３つの期間に分割して取得できること。 

  ２、介護休業とは別に、連続する３年の期間内において、介護のため１日につき

２時間の範囲内で勤務しないことができる介護時間を新設するものであります。 

  なお、この条例は、平成２９年１月１日に遡って適用されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第６、議案第９号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について」を議題といたします。 

  本案も総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第９号「職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
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て」 

  本議案は、平成２８年８月８日の人事院からの意見の申し出を受け、地方公務員

の育児休業等に関する法律が改正されたことに伴い、関係規定を改正する必要が生

じたため、本条例の一部を改正することについて、議会の議決を求められたもので

あります。 

  改正の主な内容は、 

１、育児休業等の対象となる子の範囲に特別養子縁組の監護期間中の子及び養子

縁組里親に委託されている子等を加える。 

  ２、育児休業等の対象を一般職非常勤職員まで拡充するもので、在職期間が１年

以上である非常勤職員で、その養育する子が１歳６カ月に達する日までに、その任

期が満了することが明らかでない職員が対象となります。 

  なお、この条例は、平成２９年１月１日に遡って適用されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第７、議案第１０号「篠栗町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」を議題といたします。 

  本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  今長谷委員長。 

○文教厚生常任委員長(今長谷 武和) 報告いたします。 

  議案第１０号「篠栗町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について」 
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  本議案は、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の一部改正に伴い規定を整

備するとともに、手数料の免除規定において、生活保護受給対象者のプライバシー

保護を図り、また免除の対象者を明確に示すため、本条例の一部を改正することに

ついて、議会の議決を求められたものです。 

  改正の主な内容は、第２条第１５号中の「鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する

法律」を「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」に改めるもの。 

  また、生活保護法に規定する保護を受けるために必要な証明を申請したときの手

数料について、第５条中の「徴収しない」を「免除することができる」に改めるも

のです。 

  なお、この条例は、公布の日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第８、議案第１１号「町道の認定について」を議題といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第１１号「町道の認定について」 

  本議案は、篠栗駅東側自由通路整備事業における自由通路を、国が定める「自由

通路の整備及び管理に関する要綱」に基づき、道路法上の道路として位置づける必

要があり、南北の連絡及び結節点機能を向上させ、安全な歩行空間の確保を図り、
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新たな町道路線の認定をするため、道路法第８条第２項の規定により、議会の議決

を求められたものであります。 

  当該路線は、名称を「篠栗駅東側自由通路線」とし、位置は起点を大字篠栗４７

８９番１０、ＪＲ篠栗駅東側からＪＲ篠栗線、町道中町津波黒線を横断して、終点

を大字篠栗４７９４番１３ クリエイト篠栗南側とする延長６７メートル、幅員３.

５メートルの歩行者専用道路であります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  議案第１１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第９、議案第１２号「基本協定の締結について」を議題といたします。 

  本案も総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  村瀨委員長。 

○総務建設常任委員長(村瀨 敬太郎) 報告いたします。 

  議案第１２号「基本協定の締結について」 

  本議案は、篠栗駅東側自由通路整備事業に伴う自由通路新設工事について、基本

協定を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定に基づき、議会の議

決を求められたものであります。 

  この基本協定は、国土交通省が定めた「自由通路の整備及び管理に関する要綱」

に基づき、九州旅客鉄道株式会社 代表取締役社長 青柳 俊彦 と工事に関する協定

を締結するものであります。 

  協定金額は８億１,８０５万２,０００円、協定期間は平成３０年度末までであり

ます。 
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  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、賛成多数にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長(阿部 寛治) ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  賛成多数と認めます。 

  よって、議案第１２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１０、議案第１３号「平成２８年度篠栗町一般会計補正予算(第５号)につ

いて」を議題といたします。 

  本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長(今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１３号「平成２８年度篠栗町一般会計補正予算（第５号）について」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１億５,１０６万８,０００円を追

加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１０２億４,１５４万４,０００円とするもの

です。 

  歳入につきましては、 

利子割交付金 ３５０万円の減 

地方消費税交付金 ２,８９５万８,０００円の増 

自動車取得税交付金 ３００万円の増 

地方特例交付金 ５１６万７,０００円の増 

地方交付税 ２,４１８万５,０００円の増 

国庫支出金３０６万７,０００円の減 

県支出金 １,１７３万８,０００円の減 

財産収入 ９,３６３万５,０００円の増 

諸収入 １,４４２万８,０００円の増 
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  以上が歳入の補正項目です。 

  次に歳出につきましては、 

総務費 ５６７万４,０００円の増 

民生費 ７６２万円の減 

衛生費 ３６９万円の減 

農林水産業費 １,１２５万４,０００円の減 

消防費 ９４４万１,０００円の減 

教育費 １,４６７万６,０００円の減 

諸支出金 １億９,２０７万５,０００円の増 

  繰越明許費は、 

社会保障・税番号制度関連事業 ２３９万２,０００円 

地域密着型施設等整備補助事業 ２,６２５万円 

臨時福祉給付金事業 ８,１３０万５,０００円 

環境対策事業 ４,４９０万８,０００円 

河川維持補修事業 １,３３０万円 

福岡県・防災行政情報通信ネットワーク再整備事業 ４５８万６,０００円 

を追加するものです。 

  継続費は、篠栗駅東側自由通路整備事業費において、年割額を平成２９年度は１

億１,０２３万８,０００円から４億５,３１３万３,０００円に、平成３０年は４億

５,１２６万５,０００円から１億８３７万円に、町有林保全事業においては、事業

費総額２億３,６０５万５,０００円を２億３,１１６万円にそれぞれ変更するもの

です。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 



－ 65 －

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１１、議案第１４号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第６号）について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１４号「平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）に

ついて」 

  本議案は、平成２８年度篠栗町国民健康保険特別会計予算から歳入歳出それぞれ

２,４２９万６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億

７,６０７万９,０００円とするものです。 

  歳出では、退職被保険者等療養給付費を１,７００万円追加するのが増額の主な

ものです。 

  歳入では、一般会計繰入金を１億２４万４,０００円追加補正し、その他には補

助金・交付金の確定により、予算を整理するものです。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  ないようですので、次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１２、議案第１５号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第４号）について」を議題といたします。 
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  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１５号「平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）

について」 

  本議案は、平成２８年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算から歳入歳出それぞ

れ２,０５２万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億

８,１４７万６,０００円とするものです。 

  歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金の確定により、２,０７８万４,０００

円を減額するものです。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料を減額するのが主なものです。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長 阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１３、議案第１６号「平成２９年度篠栗町一般会計予算について」を議題

といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１６号「平成２９年度篠栗町一般会計予算について」 

  本議案は、平成２９年度一般会計当初予算であり、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ９６億８,２１８万８,０００円とするものです。 
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  前年度当初予算に対し、３億３,０８０万９,０００円の増額となっております。 

  ２８年度予算との主な相違点は、増額要因としましては、篠栗駅東側自由通路工

事費用などの計上です。 

  減額要因としては、中学校の教室木質化工事終了に伴う費用の減少となっており

ます。 

  それでは、まず、歳入につきまして、 

町税 ３０億３,４９５万円 

地方譲与税 ６,３６５万円 

利子割交付金 ２８５万円 

配当割交付金 １,０００万円 

株式等譲渡所得割交付金 １,０００万円 

地方消費税交付金 ５億１,４００万円 

自動車取得税交付金 ８７０万円 

地方特例交付金 １,０９０万円 

地方交付税 １８億８,２１１万円 

交通安全対策特別交付金 ５００万円 

分担金及び負担金 １億９,５１７万３,０００円 

使用料及び手数料 １億３,７０３万１,０００円 

国庫支出金 １２億４,０１２万７,０００円 

県支出金 ７億１,０４８万７,０００円 

財産収入 ２,１６９万７,０００円 

寄附金 １００万１,０００円 

繰入金 ９億３,３９５万４,０００円 

繰越金 １億８,０００万円 

諸収入 １億７,３１５万８,０００円 

町債 ５億４,７４０万円 

以上の歳入を計上するものです。 

  次に、歳出につきましては、 

議会費 １億９９５万５,０００円 

総務費 １７億３,８３６万６,０００円 

民生費 ３１億７,８３１万９,０００円 

衛生費 １１億２,３２７万１,０００円 
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農林水産業費 １億３,５１７万２,０００円 

商工費 ９,５２２万１,０００円 

土木費 ５億５７５万５,０００円 

消防費 ３億９,７１４万９,０００円 

教育費 ８億６,１６１万８,０００円 

災害復旧費 ７５０万円 

公債費 ７億８,３７２万円 

諸支出金 ７億２,６１４万２,０００円 

予備費といたしまして２,０００万円 

以上の歳出を計上するものです。 

  地方債について、地方債の限度額は、臨時財政対策債を３億９００万円、一般会

計出資債を１２０万円、自然災害防止事業債を９,２００万円、都市計画事業債を

１億４,１８０万円、防災基盤備事業債を３４０万円とするものです。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので、討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１４、議案第１７号「平成２９年度篠栗町国民健康保険特別会計予算につ

いて」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１７号「平成２９年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について」 
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  本議案は、平成２９年度篠栗町国民健康保険特別会計予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ３７億８,３２８万７,０００円とするものです。 

  前年度当初予算に対し３,４００万６,０００円の増額となっております。 

  それでは、まず歳入の主なものは、 

国民健康保険税 ５億１,４９８万５,０００円 

国庫支出金 １１億７０１万９,０００円 

療養給付費交付金 １億６０２万９,０００円 

前期高齢者交付金 ７億６,７４１万３,０００円 

県支出金 １億５,２１５万２,０００円 

共同事業交付金 ８億６,１６５万３,０００円 

繰入金 ２億６,２１２万５,０００円 

諸収入 １,１３０万９,０００円 

などであります。 

  次に、歳出の主なものは、 

総務費 ５,０２６万円 

後期高齢者支援金等 ３億５,３３５万円 

介護納付金 １億３,０８７万７,０００円 

共同事業拠出金 ９億３,４３３万７,０００円 

保健事業費 ２,５４０万４,０００円 

その他、一時借入金の借入最高額を５億円と定めるなどであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 
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  よって、議案第１７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１５号、議案第１８号「平成２９年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算

について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１８号「平成２９年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算について」 

  本議案は、平成２９年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４億１,１１６万８,０００円とするものです。 

  前年度当初予算に対し２,０６８万８,０００円の増額となっております。 

  それでは、まず歳入の主なものは、 

後期高齢者医療保険料 ２億９,８２８万５,０００円 

繰入金 １億１,２８７万５,０００円 

などであります。 

  次に、歳出の主なものは、 

総務費 ３,０４７万５,０００円 

後期高齢者医療広域連合納付金 ３億７,９５６万３,０００円 

その他、一時借入金の借入最高額を１億円と定めるなどであります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１６、議案第１９号「平成２９年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予
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算について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第１９号「平成２９年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について」 

  本議案は、平成２９年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算を第２条に定め

る業務の予定量に即して収支の予定額を定めるものです。 

  第３条において、収益的収入の予定額８億４,６３６万９,０００円に対し、支出

の予定額は８億２,９１１万７,０００円となり、１,７２５万２,０００円の黒字予

算とするものです。 

  収益的支出の主なものは、流域下水道維持管理負担金２億６,９２２万６,０００

円、企業債利息１億２,５４２万２,０００円などです。 

  収益的収入の主なものは、下水道使用料４億６,９８３万４,０００円、他会計負

担金１億５,７５０万円が見込まれております。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額４億１,３２０万１,０００円に対し、

支出の予定額を５億４,２０６万５,０００円とし、資本的支出額に対し不足する１

億２,８８６万４,０００円は、損益勘定留保資金等で補填されます。 

  資本的支出の主なものは、建設改良費９,２００万円、流域下水道建設負担金３,

５７０万２,０００円、企業債元金償還金４億１,４３３万４,０００円などです。 

  資本的収入の主なものは、企業債３億５６０万円、他会計負担金１億７００万円

です。 

  次に、第９条において、前年度繰越利益剰余金のうち、１００万円及び当年度利

益剰余金のうち、１,５００万円を減債積立金として処分するものと定めたもので

す。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１７、議案第２０号「平成２９年度篠栗町水道事業会計予算について」を

議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第２０号「平成２９年度篠栗町水道事業会計予算について」 

  本議案は、平成２９年度篠栗町水道事業会計予算を第２条に定める業務の予定量

に即して収支の予定額を定めるものです。 

  第３条において、収益的収入の予定額４億６,３６０万１,０００円に対し、支出

の予定額は５億２９５万１,０００円となり、３,９３５万円の赤字予算とするもの

です。 

  収益的支出の主なものは、水道施設運転維持管理等包括業務委託４,５３６万円、

福岡地区水道企業団受水費１億８,４０７万１,０００円、企業債利息２,５６８万

６,０００円などです。 

  収益的収入の主なものは、水道使用料４億３,１７４万７,０００円が見込まれて

おります。 

  収益的支出額に対し不足する３,９３５万円は、繰越利益剰余金で補填されます。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額８,７１０万１,０００円に対し、支

出の予定額を１億８,９０３万５,０００円とし、資本的支出額に対し不足する１億

１９３万４,０００円は、損益勘定留保資金等で補填されます。 

  資本的支出の主なものは、建設改良費９,７３２万８,０００円、企業債元金償還

金９,１７０万７,０００円。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 
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  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１８、議案第２１号「平成２９年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特

別会計予算について」を議題といたします。 

  本案も予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  今長谷委員長。 

○予算特別委員長（今長谷 武和） 報告いたします。 

  議案第２１号「平成２９年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計予算に

ついて」 

  本議案は、平成２９年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計予算の総額

を歳入歳出それぞれ６,５２０万３,０００円とするものです。 

  歳入につきましては、繰入金といたしまして、一般会計からの繰入金６,５２０

万３,０００円であります。 

  次に、歳出につきましては、造成工事の設計及び開発許可申請に要する諸調査な

どの委託料に６,３５２万９,０００円、九州電力からの受電負担金としまして１６

７万４,０００円であります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、全員賛成にて原案のとおり可決い

たしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 
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  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１９、「常任委員会の閉会中の継続調査の件」を議題といたします。 

  総務建設、文教厚生、両委員長から会議規則第７５条の規定により、お手元のタ

ブレットに掲載のとおり、閉会中の継続調査の申し出があっております。 

  お諮りいたします。 

  総務建設、文教厚生、両委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とにご異議はありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

  ここで、タブレットにメール送信しておりました委員会の閉会中の調査結果につ

いて、質疑等があれば受けたいと思います。 

  質疑はありませんか。 

  ないようですので、質疑を終わります。 

  次に、お諮りいたします。 

  本会議中に、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規

則第４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思いますが、これにご異

議はありませんか。 

  異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は、議長に委任していただく

ことに決定いたしました。 

  ここで開会日に「副町長の選任同意」をいただきましたが、これに関連いたしま

して、城戸 清壽 氏、並びに 松田 秀幹 氏から発言を求められておりますので、

許可をいたします。 

  まず、城戸 清壽 氏からどうぞ。 

○副町長（城戸 清壽） 貴重なお時間をいただきましてありがとうございます。 

  副町長を退任するにあたりまして、一言お礼の言葉を申し上げます。 

  四年という短い期間でございましたけれども、この３月３１日をもって、副町長

の席を退席させていただきます。 

  職員の時代から通算いたしますと、４２年間、この篠栗町に勤めさせていただき

ました。そして、この議会に座るようになりまして１５年。議会、そして、議員の
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皆様には本当にお世話になりました。 

  いろんな思い出がございます。多くの議員の方々との出会い、そして、別れもご

ざいました。これらの思い出を手土産に、４月からは一町民にかえります。 

  本当に長い間お世話になりました。 

  そして、議員の皆様、この副町長の任期の間、本当にお世話になりました。 

  ありがとうございました。 

○議長(阿部 寛治) 続きまして、松田 秀幹 氏、どうぞ。 

○まちづくり課長(松田 秀幹) このたびは、副町長の選任につきまして、ご同意い

ただきまして誠にありがとうございました。 

  また、議員の皆様には、これまでにもいろいろとご指導、ご厚誼をいただき、お

蔭をもちまして、入庁以来３６年間、大過なく有意義に過ごし得ましたことをあり

がたく厚くお礼申し上げます。 

  いよいよ４月から城戸副町長の後を引き継ぐことになりますが、今から責任の重

さに身の引き締まる思いでございます。 

  現状では、皆様方の期待に応えるだけの力はございませんが、一日でも早く三浦

町長の支えとなるよう、心新たにいたしまして、新しい職務に専心努力いたしまし

て、篠栗町の更なる発展のために、一歩ずつ前進していく所存でございます。 

  引き続き、皆様のご指導、ご協力よろしくお願いします。 

○議長(阿部 寛治) 以上で、本定例会の日程は、全て終了いたしました。 

  ここで町長、何か発言することがありましたら、許可いたします。 

  三浦町長。 

○町長(三浦 正) 平成２９年第１回定例会の閉会にあたりましてご挨拶申し上げま

す。 

  長期間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

  副町長の選任をはじめ人事案３件、篠栗町税条例の一部を改正する条例の制定に

ついての専決処分１件、篠栗町自転車等駐輪場の設置及び管理に関する条例の制定

についてをはじめ条例案６件、篠栗駅東側自由通路建設に伴う町道の認定と基本協

定の締結についての２件、平成２８年度補正予算、平成２９年度当初予算等、予算

案９件の上程をいたしました２１議案すべてにつきまして、可決いただきましたこ

とを感謝申し上げます。ありがとうございました。 

  平成２９年度一般会計当初予算は、平成２８年度から３億３,１００万円増加し

ておりますが、その主たる要因は、篠栗駅東側自由通路建設工事４億５,６００万
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円余、篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計に６,５００万円余と２事業へ

の投資によるものでございます。それを除きますと、ほぼ前年度と同規模の予算と

なっております。昨年に引き続き特徴的なことは、歳入において地方交付税が約２

億８,９００万円程度減額の約１８億８,２００万円となりましたが、今後は当面こ

の程度で推移するものと考えております。 

  わが町における「平成２８年度問題」につきましては、ここ数年繰上償還により、

かなり回避することができましたが、それでも今後数年間は、年度予算の組立てに

多少苦労することが予想されます。 

  そうしたことから、昨年度に引き続き、投資的経費は最小限に抑えつつも、福祉

関連予算については住民の皆様の福祉の充実を第一義と考え、平成２８年度を下回

らないように精一杯配慮した予算でございます。 

  議員各位におかれましては、そうした内容を十分ご理解、ご審議いただき全員賛

成にて可決いただきました。 

  ４月１日から予算の執行にあたっては、例年同様スピード感をもって事業遂行に

当たりたいと考えておりますので、何とぞよろしくお願いいたします。 

  昨年から別枠にて予算計上しております「平成２９年度篠栗北地区産業団地整備

事業特別会計予算」に関しましては、事業概要について、６月の定例会におきまし

て、全体の規模、予算総額等提示できることが可能となる見込みでございます。 

  議会でのご意見を尊重しながら、平成３２年度以降の町の発展の礎となる事業と

して取組んでまいりたいと存じます。 

  何卒よろしくお願いいたします。 

  本定例会期間中の３月１１日、東日本大震災から６年が経過いたしました。未だ、

２,５００人以上の方が行方不明であり、１２万人以上の方が避難生活を余儀なく

されているという現実から目を背けることなく、私たちに何ができるかをこれから

も考え、行動し続けなければならないと改めて感じたところでございます。 

  今なお避難していらっしゃる被災者の皆様に、一日も早く日常の生活が戻ること

を願ってやみません。 

  最後に、３月末限りで任期満了にて退任される 城戸 清壽 副町長には、昭和５

０年の入庁以来、健康課長、企画広報課長、総務課長として職務を全うされ、その

後、副町長にご就任いただきました。 

  私も期を重ねたとはいえ、篠栗町行政の生き字引のような城戸副町長のご経験と、

職員を取りまとめる統率力に幾度となく助けていただきました。改めて感謝申し上
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げます。本当にありがとうございました。そして、ご苦労さまでございました。 

  今後は好きな野菜つくりを楽しみたいとのことですが、篠栗町の農業の発展にも

ご活躍いただきますことを願っております。今後とも何卒よろしくお願いいたしま

す。 

  また、城戸 安行 会計課長、村瀬 修 健康課長、村瀬 治邦 社会教育課長におか

れましては、長い間の行政職員としてのお務め大変ご苦労さまでございました。行

政という地方自治の柱の一翼を担っていただき、課長職の重責を全うしていただき

ましたことに、この場をお借りいたしまして、私からも心から感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。ご苦労さまでございました。 

  ４月からは新体制の下、松田 秀幹 副町長と二人三脚で地方創生を具体的に実践

する先進自治体となるべく、行政運営に努力してまいることをお約束いたしまして、

平成２９年第１回定例会閉会の挨拶といたします。 

  長期間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

  今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

○議長(阿部 寛治) 本日の会議を閉じます。 

  これを持ちまして、平成２９年第１回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１１時１０分 
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